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【請求項１】
宿主の体内に細胞を移植するためのデバイスであって、
　近位端部および遠位端部を有する少なくとも１つのチャンバーを含む多孔質足場であっ
て、前記少なくとも１つのチャンバー内への血管および結合組織の成長を助長する大きさ
の孔を有する、多孔質足場と；
　前記少なくとも１つのチャンバー内に配置されるように構成された、および／または、
前記多孔質足場の少なくとも一部内に配置されるように構成された、少なくとも１つの取
り外し可能なプラグであって、前記多孔質足場の前記少なくとも一部が、生体適合性の生
体分解性材料、非生体分解性材料、または、これらの組み合わせを含む材料でコーティン
グされている、少なくとも１つの取り外し可能なプラグと
を含み、前記多孔質足場がポリマーメッシュを含む、デバイス。
【請求項２】
前記ポリマーメッシュが、ポリプロピレンメッシュ、ポリテトラフルオロエチレンメッシ
ュ、ポリウレタンメッシュ、ポリエステルメッシュ、および／または、絹メッシュを含む
、請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
前記ポリマーメッシュが、ポリプロピレンメッシュを含む、請求項２に記載のデバイス。
【請求項４】
前記チャンバー内に細胞調製物をさらに含む、請求項１～３のいずれか一項に記載のデバ
イス。
【請求項５】
前記細胞調製物が、ランゲルハンス島細胞、セルトリ細胞、ドーパミン作動性ニューロン
、幹細胞、分化した幹細胞、間葉幹細胞、臍帯血細胞、胚性幹細胞、および神経幹細胞の
うちの１つ以上を含む、請求項４に記載のデバイス。
【請求項６】
前記細胞調製物が、同種異系、異種または同系のドナー細胞、遺伝子操作された細胞また
は細胞系、あるいは患者由来の細胞を含む、請求項４または５に記載のデバイス。
【請求項７】
前記細胞調製物がカプセル化される、請求項４～６のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項８】
前記細胞調製物が、アルギネート、多糖ヒドロゲル、キトサン、カルシウム、またはアル
ギン酸バリウム、アルギネートおよびポリリシンの層状マトリックス、光重合ポリ（エチ
レングリコール）ポリマー、ポリアクリレート、ヒドロキシエチルメタクリレート、メチ
ルメタクリレート、シリコンカプセル、シリコンナノカプセル、ポリメンブレン、アクリ
ロニトリル－コ－塩化ビニル、またはこれらの組み合わせにおいてカプセル化される、請
求項７に記載のデバイス。
【請求項９】
前記細胞調製物が幹細胞を含む、請求項７または８に記載のデバイス。
【請求項１０】
前記足場の前記近位端部および前記遠位端部のいずれかまたは両方における開口部と、前
記近位端部および前記遠位端部のいずれかまたは両方における前記開口部を閉じる少なく
とも１つのシールとをさらに含む、請求項１～９のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項１１】
前記多孔質足場が、横方向に接続された複数のチャンバーを含む、請求項１～１０のいず
れか一項に記載のデバイス。
【請求項１２】
横方向に接続された、３個のチャンバー、４個のチャンバー、５個のチャンバー、６個の
チャンバー、７個のチャンバー、８個のチャンバー、９個のチャンバー、１０個のチャン
バー、１１個のチャンバー、または１２個のチャンバーを含む、請求項１１に記載のデバ
イス。
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【請求項１３】
前記複数のチャンバーが、超音波溶接によって形成されている、請求項１１または１２に
記載のデバイス。
【請求項１４】
前記複数のチャンバー用の共通のシールをさらに含む、請求項１１～１３のいずれか一項
に記載のデバイス。
【請求項１５】
各チャンバー用のシールをさらに含む、請求項１１～１３のいずれか一項に記載のデバイ
ス。
【請求項１６】
前記取り外し可能なプラグが、前記少なくとも１つのチャンバー内に配置されるように構
成された外側プラグおよび前記外側プラグ内に配置されるように構成された内側プラグを
含む２プラグシステムを含む、請求項１～１５のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項１７】
前記外側プラグの内壁は、前記外側プラグの長さに沿った少なくとも１つの突出部を含む
、請求項１６に記載のデバイス。
【請求項１８】
前記多孔質足場の少なくとも一部が、１つ以上の成長因子、および／または、抗線維化剤
、ポリマーでコーティングされている、請求項１～１７のいずれか一項に記載のデバイス
。
【請求項１９】
前記成長因子が血管内皮成長因子（ＶＥＧＦ）を含む、請求項１８に記載のデバイス。
【請求項２０】
前記ポリマーが薬物溶出ポリマーである、請求項１８に記載のデバイス。
【請求項２１】
前記多孔質足場の少なくとも一部が、生体適合性の生体分解性材料、非生体分解性材料、
または、これらの組み合わせを含む材料でコーティングされている、請求項１に記載のデ
バイス。
【請求項２２】
前記材料が、組織の組み込みおよび血管形成を刺激する、請求項２１に記載のデバイス。
【請求項２３】
前記材料が、コラーゲン、フィブロネクチン、細胞外マトリックスタンパク質、および膜
細胞骨格タンパク質のうちの少なくとも１つを含む、請求項２１に記載のデバイス。
【請求項２４】
前記多孔質足場の少なくとも一部が、前記少なくとも１つのチャンバー内への組織の組み
込みを刺激するように粗面化されている、請求項１～２３のいずれか一項に記載のデバイ
ス。
【請求項２５】
前記チャンバー内に配置されるように構成された少なくとも１つの細胞注入管を含む細胞
送達デバイスをさらに含む、請求項１～２４のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項２６】
前記細胞調製物が、ランゲルハンス島細胞、セルトリ細胞、ドーパミン作動性ニューロン
、幹細胞、分化した幹細胞、間葉幹細胞、臍帯血細胞、胚性幹細胞、および神経幹細胞か
らなる群より選択される細胞の組み合わせを含む、請求項４に記載のデバイス。
【請求項２７】
前記細胞調製物が、ランゲルハンス島細胞およびセルトリ細胞を含む、請求項４に記載の
デバイス。
【請求項２８】
前記細胞調製物が、生体分解性ポリマーをさらに含む、請求項４に記載のデバイス。
【請求項２９】
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前記生体分解性ポリマーが、ポリエチレン－イミンおよび硫酸デキストラン、ポリ（ビニ
ルシロキサン）エコポリマーポリエチレンイミン、ホスホリルコリン、ポリ（エチレング
リコール）、ポリ（乳酸－グリコール酸）、ポリ（乳酸）、ポリヒドロキシバレレートお
よびコポリマー、ポリヒドロキシブチレートおよびコポリマー、ポリジアキサノン、ポリ
無水物、ポリ（アミノ酸）、ポリ（オルトエステル）、ポリエステル、コラーゲン、ゼラ
チン、セルロースポリマー、キトサン、アルギネート、フィブロネクチン、細胞外マトリ
ックスタンパク質、ビンキュリン、寒天、アガロース、ヒアルロン酸、マトリゲル、また
はこれらの組み合わせを含む、請求項２８に記載のデバイス。
【請求項３０】
前記少なくとも１つのプラグが、ポリテトラフルオロエチレンを含む、請求項１に記載の
デバイス。
【請求項３１】
前記細胞調製物が、ブタ膵島細胞を含む、請求項４に記載のデバイス。
【請求項３２】
前記細胞調製物が、分化した幹細胞を含む、請求項４に記載のデバイス。
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